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東京清掃労働組合退職者会機関紙

　

固
有
種
を
は
じ
め
と
す
る
動
植

物
の
宝
庫
「
や
ん
ば
る
の
森
」
の

「
高
江
」
に
「
オ
ス
プ
レ
イ
パ
ッ
ド
」

が
建
設
さ
れ
、
ジ
ュ
ゴ
ン
な
ど
多

く
の
命
を
育
む
海
を
破
壊
し
て「
辺

野
古
」
の
新
基
地
建
設
工
事
が
進

め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

沖
縄
で
は
、
県
知
事
選
挙
、
国

政
選
挙
で
明
確
に
「
新
基
地
建
設

反
対
」
の
民
意
が
示
さ
れ
て
い
る

に
も
関
わ
ら
ず
、
安
倍
政
権
は
本

土
か
ら
多
数
の
機
動
隊
を
導
入
し

暴
力
的
に
沖
縄
市
民
の
声
を
圧
殺
、

基
地
建
設
を
強
行
し
て
い
ま
す
。

　

沖
縄
の
面
積
は
日
本
全
体
の
わ

ず
か
０
・
６
％
、
そ
の
沖
縄
に
在
日

米
軍
基
地
の
70
％
が
集
中
し
て
い

ま
す
。
日
本
本
土
の
米
軍
基
地
の

多
く
が
返
還
さ
れ
た
の
に
対
し
、

基
地
負
担
割
合
が
一
貫
し
て
上
昇

し
続
け
て
い
る
沖
縄
で
は
、
米
兵

に
よ
る
凶
悪
事
件
や
、
米
軍
機
墜

落
等
の
事
故
が
多
発
し
て
い
ま
す
。

　
「
基
地
は
い
ら
な
い
」
と
い
う
沖

縄
の
声
に
呼
応
し
「
基
地
の
な
い

平
和
な
沖
縄
」
を
実
現
す
る
た
め

に
、私
た
ち
は
何
を
す
べ
き
で
し
ょ

う
か
。
そ
の
こ
と
を
考
え
る
第
一

歩
と
し
て
、
沖
縄
問
題
の
学
習
会

を
企
画
し
ま
し
た
。
退
職
者
会
に

加
入
し
て
い
な
い
仲
間
も
含
め
、

誘
い
合
わ
せ
て
参
加
く
だ
さ
い
。

学習交流会
■開催日　９月22日（金）
　　　　　　午後１時 15 分開会
■会　場　清掃会館地下ホール
■テーマ　日本の中の沖縄、沖縄から
　　　　　見た日本（仮題）
　　　　　講師：新垣　毅さん
　　　　　　　　（琉球新報東京支社報道部長）
　　　　 ※学習会終了後、交流会

基地のない平和な沖縄を！
９.22学習交流会
日本にとって沖縄とは何
か？沖縄から本土はどの
ように見えるのか？

西沢渓谷・七ツ釜五段の滝

止めよう！辺野古埋立て 6.10 国会包囲

フェンスの向こうはキャンプシュワブ（辺野古）
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東洋のグランドキャニオン
「大源太」と当間高原の旅

11月５日（日）～７日（火）

大源太キャニオン（イメージ）日本の近代を切り拓いた
横浜港は魅力がぎっしり

横浜中華街関帝廟
●集　合　10 月 13 日（金）午前９時 50 分
　　　　　桜木町駅北改札東口
●企　画　①横浜開港史☞元町公園と港の
　　　　　　見える丘公園付近の洋館見学
　　　　　②日米安保体制☞愛の母子像
　　　　　③中華街で昼食・散策
●参加費　1,000 円（昼食代含む）
　　　　　※移動のバス代は各自負担

◎宿　泊　リゾートホテルベルナティオ
◎主な観光先
　１日目：大源太キャニオン、三国街道塩沢宿
　２日目：長岡市もみじ園、西福寺開山堂
　３日目：日本三秘境「秋山郷」
◎参加費　47,000 円
　　　※参加者が増えると旅行代金は安くなります。
　　　※２人部屋を４室確保しました。

秋のフィールドワーク
１０月１３日（金）

　

７
月
11
日
、
定
期
総
会
後
初
め

て
の
幹
事
会
と
専
門
部
会
を
開
き
、

次
の
こ
と
を
中
心
に
検
討
し
、
確

認
し
ま
し
た
。

　

開
か
れ
た
機
関
会
議

　

を
め
ざ
し
傍
聴
制
度

　

幹
事
会
と
代
議
員
制
を
採
っ
た

場
合
の
総
会
を
傍
聴
で
き
る
こ
と

に
し
ま
し
た
。
開
か
れ
た
機
関
会

議
を
目
指
す
た
め
で
す
。

　

あ
わ
せ
て
、
遠
距
離
の
会
員
の

こ
と
を
考
慮
し
、
傍
聴
す
る
方
に

交
通
費
実
費
の
半
額
分
を
支
給
し

ま
す
。
傍
聴
は
、次
回
幹
事
会
（
９

月
22
日
）
か
ら
可
能
で
す
。

　

再
任
用
準
会
員
正
規

　

会
員
化
の
検
討
開
始

　

会
員
拡
大
へ
向
け
て
、
再
任
用

準
会
員
の
正
規
会
員
化
の
検
討
を

始
め
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。
今
年

の
春
、
正
規
会
員
化
を
め
ざ
す
方

向
性
を
東
京
清
掃
本
部
と
確
認
し

て
い
ま
す
が
、
正
規
会
員
化
し
た

場
合
の
活
動
の
進
め
方
や
組
織
の

あ
り
よ
う
な
ど
多
岐
に
わ
た
り
検

討
す
べ
き
課
題
が
あ
り
ま
す
。

　

検
討
組
織
の
設
置
や
検
討
委
員

な
ど
に
つ
い
て
、
退
職
者
側
と
し

て
の
考
え
方
を
ま
と
め
ま
し
た
。

　

事
務
局
態
勢
を
補
強

　

箱
田
幹
事
が
局
員
に

　

第
10
回
定
期
総
会
決
定
の
「
組

織
整
備
方
針
」
に
基
づ
き
、
事
務

局
メ
ン
バ
ー
の
補
強
に
つ
い
て
幹

事
全
員
に
打
診
し
、
箱
田
幹
事
か

ら
了
解
を
得
ま
し
た
。
箱
田
幹
事

に
は
、
月
初
め
の
事
務
局
会
議
出

席
と
定
例
発
送
作
業
に
従
事
し
て

も
ら
い
ま
す
。

　

学
習
会
・
旅
行
会
・

　

Ｆ
Ｗ
の
実
施
案
確
認

　

９
月
22
日
の
学
習
会
、
10
月
13

日
の
横
浜
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
、

第１回
幹事会

①
幹
事
会
傍
聴
制
度
確
立
、
②

再
任
用
準
会
員
の
正
規
会
員

化
準
備
、
③
事
務
局
員
に
箱
田

さ
ん
、
④
秋
の
行
事
を
検
討

11
月
５
日
〜
７
日

の
旅
行
会
実
施
案

を
決
め
ま
し
た
。

そ
れ
ぞ
れ
の
実
施

内
容
は
別
記
参
照
。
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６
月
24
日
、
東
京
ド
ー
ム
ボ
ウ
ル

で
東
京
清
掃
ボ
ウ
リ
ン
グ
大
会
が
開

催
さ
れ
、
各
地
連
な
ど
18
チ
ー
ム
71

名
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

退
職
者
会
は
、
戸
張
さ
ん
、
柳
さ

ん
、
箱
田
さ
ん
、
工
藤
さ
ん
が
参
加
。

メ
ン
バ
ー
が
少
し
若
返
り
ま
し
た
。

　

ゲ
ー
ム
後
、
清
掃
会
館
地
下
ホ
ー

ル
に
移
動
し
て
表
彰
式
と
懇
親
会
。

15
位
と
ト
ー
タ
ル
・
ピ
ン
同
数
の

16
位
に
、「
ま
だ
ま
だ
若
い
も
の
に

は
…
」
と
怪
気
炎
？
。
何
と
か
の
冷

や
水
と
言
わ
れ
た
の
か
も
し
れ
ま
せ

ん
。
今
年
も
若
い
仲
間
と
の
交
流
で

元
気
を
分
け
て
も
ら
い
ま
し
た
。

　

久
々
の
「
歩
こ
う

会
」
鎌
倉
編
で
す
。

北
鎌
倉
と
並
ぶ
二
大

ス
ポ
ッ
ト
の
「
鎌
倉

大
仏
と
長
谷
観
音
・

由
比
ケ
浜
通
り
」
を

散
策
し
ま
す
。

　

９
月
13
日
午
前

10
時
Ｊ
Ｒ
横
須
賀
線

「
鎌
倉
」
駅
に
集
合
、

①
江
ノ
電
「
極
楽

寺
」
駅
、
②
「
極
楽

寺
」、「
極
楽
洞
」、「
極

楽
寺
坂
切
通
・
成
就

院
」、「
御
霊
神
社
」

か
ら
、「
長
谷
寺
」、
③
「
光
則
寺
」

か
ら
「
高
徳
院
」、
鎌
倉
大
仏
胎

内
拝
観
、
④
カ
フ
ェ
や
雑
貨
店
が

点
在
す
る
由
比
ガ
浜
通
り
を
鎌
倉

駅
ま
で
ブ
ラ
ブ
ラ
と
、
結
構
多
彩
。

⑤
昼
食
は
長
谷
あ
た
り
の
レ
ス
ト

ラ
ン
で
と
い
う
プ
ラ
ン
で
す
。
参

加
す
る
方
は
戸
枝
ま
で
連
絡
を
。

東京清掃ボウリング大会

歩こう会・鎌倉ウォーク
９月13日（水）

▼
２
０
２
５
年
問
題

　

団
塊
世
代
が
後
期
高
齢
者
（
75

歳
以
上
）
に
な
る
２
０
２
５
年
に

は
、
①
３
人
に
１
人
が
65
歳
以
上
、

②
75
歳
以
上
の
３
人
に
１
人
が
要

介
護
（
要
支
援
）、
③
65
歳
以
上
の

４
人
に
１
人
が
認
知
症
か
そ
の
予

備
軍
、
④
一
人
暮
ら
し
・
老
夫
婦

の
み
の
世
帯
が
大
半
、
⑤
低
所
得

高
齢
者
の
増
大
と
貧
困
ビ
ジ
ネ
ス

の
跋
扈
と
い
う
厳
し
い
時
代
に
な

る
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

▼
人
気
取
り
で
招
い
た
財
源
不

　

足
を
社
会
保
障
改
悪
に
転
嫁

　

増
え
続
け
る
社
会
保
障
費
用
の

抑
制
と
称
し
て
、
８
月
１
日
か
ら
、

①
70
歳
以
上
の
高
額
療
養
費
負
担

限
度
額
増
、
②
後
期
高
齢
者
保
健

料
軽
減
措
置
の
廃
止
・
軽
減
割
合

減
、
③
高
額
介
護
サ
ー
ビ
ス
費
負

担
限
度
増
な
ど
（
以
上
の
具
体
的

内
容
は
４
月
号
に
既
報
）、
住
民
税

課
税
世
帯
を
対
象
に
、
負
担
増
と

給
付
抑
制
が
実
施
さ
れ
ま
し
た
。

　

安
倍
政
権
は
人
気
取
り
の
た
め
、

「
社
会
保
障
・
税
一
体
改
革
」
に
盛

込
ま
れ
た
社
会
保
障
改
革
財
源
に

あ
て
る
消
費
税
10
％
へ
の
引
上
げ

を
二
度
延
期
、
法
人
税
減
税
を
行

い
ま
し
た
。
こ
れ
に
よ
り
生
じ
た

社
会
保
障
費
の
財
源
不
足
を
、
国

民
に
転
嫁
（
負
担
増
と
給
付
抑
制
）

し
ま
し
た
。
そ
れ
が
８
月
１
日
付

制
度
改
悪
で
す
。
さ
ら
に
来
年
も

高
額
療
養
費
負
担
限
度
額
増
等
の

改
悪
が
盛
り
込
ま
れ
て
い
ま
す
。

▼
18
年
度
に
諸
改
革
が
集
中

　

14
年
に
成
立
し
た
「
医
療
介
護

総
合
確
保
推
進
法
」
に
基
づ
く
諸

改
革
が
18
年
度
か
ら
本
格
的
化
し

ま
す
。
具
体
的
課
題
は
、
①
診
療

報
酬
と
介
護
報
酬
の
同
時
改
定
、

②
第
七
次
医
療
計
画
と
第
七
期
介

護
保
険
事
業
計
画
同
時
開
始
、
③

第
三
期
医
療
費
適
正
化
計
画
、
④

国
保
財
政
運
営
都
道
府
県
化
で
す
。

　

こ
れ
ら
の
検
討
・
策
定
過
程
で
、

社
会
保
障
を
不
経
済
と
捉
え
る
財

界
な
ど
は
、
負
担
増
と
給
付
抑
制

を
求
め
よ
う
と
し
て
い
ま
す
。
能

力
に
応
じ
た
応
能
負
担
は
、
あ
く

許
し
が
た
い
！
社
会
保
障
の
負
担
増
と
給
付
抑
制

ま
で
も
保
険
料
拠

出
期
に
限
る
べ
き

で
す
。
給
付
へ
格

差
を
持
込
む
こ
と

は
許
せ
ま
せ
ん
。



早
智
子
さ
ん
は
、労
働
組
合
と
「
狭

山
」
に
出
会
っ
て
大
き
く
変
わ
っ

た
ご
自
分
の
体
験
を
通
し
て
、
労

働
組
合
の
人
た
ち
の
関
わ
り
が
部

落
差
別
を
無
く
す
展
望
に
つ
な
が

る
、
と
言
っ
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。

　

雨
も
上
が
っ
た
現
調
日
和
の
中
、

２
班
に
分
か
れ
て
出
発
。
ウ
ソ
の

「
自
白
」
が
、
い
か
に
デ
タ
ラ
メ
で

警
察
の
で
っ
ち
上
げ
だ
っ
た
の
か

を
、
し
っ
か
り
体
感
で
き
ま
し
た
。

石
川
さ
ん
の
無
実
は
明
ら
か
で
す
。

　

一
日
も
早
い
再
審
の
実
現
を
誓

い
合
っ
て
終
了
し
ま
し
た
。（
押
田
）
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東
京
清
掃
労
組
と
清
掃
・
人
権

交
流
会
が
、
交
互
に
主
催
し
な
が

ら
毎
年
行
な
っ
て
い
る
狭
山
現
調

は
、
今
年
で
21
年
連
続
で
す
。

　

６
月
25
日
、
狭
山
現
調
に
36
名

集
ま
り
、
今
年
清
掃
に
入
っ
た
新

　

安
倍
内
閣
の
支
持
率
は
20
％
台

ま
で
落
ち
込
ん
で
い
ま
す
。
森
友
・

加
計
学
園
疑
惑
、
稲
田
防
衛
大
臣

に
よ
る
南
ス
ー
ダ
ン
自
衛
隊
派
遣

日
報
隠
し
な
ど
閣
僚
の
不
祥
事
や

失
言
続
き
で
、
安
倍
内
閣
の
地
金

が
露
出
し
、
明
ら
か
に
流
れ
は
変

わ
っ
て
き
ま
し
た
。

　

７
月
19
日
、
国
会
前
で
「
安
倍

内
閣
の
退
陣
を
め
ざ
す
７
・
19
大

集
会
」
が
開
催
さ
れ
、
各
ス
ピ
ー

カ
ー
が
各
分
野
に
お
け
る
安
倍
内

閣
の
罪
状
を
明
ら
か
に
し
ま
し

た
。
集
ま
っ
た
３
５
０
０
人
は
、「
安

倍
は
ヤ
メ
ロ
！
」
を
大
コ
ー
ル
。

安
倍
退
陣
を
強
く
訴
え
ま
し
た
。 安倍内閣退陣！ 7.19 大集会

「安倍はヤメロ！」
国会前で大コール

狭
山
現
調
で

石
川
さ
ん
の
無
実
を
確
信
！

清掃・人権交流会

人
が
何
人
も
い
て

に
ぎ
や
か
な
現
調

に
な
り
ま
し
た
。

　

部
落
解
放
同
盟

都
連
松
島
副
委
員

長
か
ら
、
石
川
さ

ん
の
生
い
立
ち
と

ご
自
分
の
少
年
時

代
を
だ
ぶ
ら
せ
、

感
情
を
込
め
た
講

演
を
し
て
い
た
だ

き
ま
し
た
。

21
年
連
続
の
狭
山
現
調

総
勢
36
名
、
新
人
君
も
参
加

　

石
川
一
雄
さ
ん
は
弁
当
も
文
房

具
も
な
い
小
学
校
生
活
の
厳
し
さ

か
ら
話
し
始
め
、
獄
中
で
必
死
に

字
を
覚
え
た
看
守
さ
ん
と
の
エ
ピ

ソ
ー
ド
や
、
そ
の
ご
家
族
と
の
心

の
こ
も
っ
た
や
り
取
り
を
紹
介
し
、

無
罪
を
勝
ち
と
っ
た
暁
に
は
、
一

日
だ
け
酒
を
飲
み
、
ぜ
ひ
夜
間
中

学
に
行
き
た
い
と
語
り
ま
し
た
。

　

石
川
一
雄
さ
ん
の
お
つ
れ
あ
い

心境を短歌で表現する
石川一雄さん

体験を話す
早智子さん

獄
中
で
文
字
を
獲
得
！

石川さんを有罪とする最大の証拠
被害者所有とされた万年筆発見現場

万年筆のインクの性状は、被害者が使用し
たインクの痕跡も残っていないことが化学
的に立証。証拠は警察のでっち上げだった

労
働
組
合
に
期
待
！

ウ
ソ
の
自
白
は
デ
タ
ラ
メ

◀◀


